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（続紙 ２ ） 
 
















３． 二官能基性不斉有機触媒を用いた (3-ヒドロキシフェニル )イソキノリン -2-オ
キシド誘導体に対する臭素化反応がほぼ完璧なエナンチオ選択性で進行するこ
とを明らかにし，様々な軸不斉イソキノリンオキシド誘導体を高エナンチオ選択
的に合成する手法を開発した。本法は，二官能基性不斉有機触媒のアミン部位
とウレア部位が基質のフェノールと N-オキシド部位とそれぞれ相互作用し，基
質の二つの芳香環を結ぶ結合の回転軸周りの立体配座を特異的に決め，臭素化
を行うという新規な二官能基性不斉有機触媒の不斉誘導の型である。 
４． 同様の手法により，3 位にヒドロキシ基を有するベンズアミド誘導体に対する臭
素化反応も高エナンチオ選択的に進行することを明らかにし，種々の軸不斉ベ
ンズアミド誘導体の不斉合成法を開発した。 
５． 加えて，同触媒を利用した 3-(キノリン-8-イル)フェノールを基質とするエナン
チオ選択的な臭素化反応も達成している。本触媒系においては，類似の条件で
不斉ヨウ素化反応も同程度の立体選択性で進行することを見いだしている。これ
により，既に一つ臭素が導入された基質に対しヨウ素化反応を行うことで，二
種類のハロゲン原子を有する軸不斉キノリンのエナンチオ選択的な合成を達成
している。生成物は軸不斉を有するキラルビルディングブロックとしての利用が
期待される。 
以上のように本論文は，二官能性不斉有機触媒を利用した新規な概念の不斉反応を多
数開発したものであり，学術上，実際上寄与するところが少なくない。よって，本論
文は博士（工学）の学位論文として価値あるものと認める。また，平成２９年２月２
０日，論文内容とそれに関連した事項について試問を行って，申請者が博士後期課程
学位取得基準を満たしていることを確認し，合格と認めた。 
 
